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演題名 しおさいにおける科学的介護情報システム(LIFE)活用に伴う加算の算定

施設名 介護老人保健施設しおさい
(ふりがな)

発表者（職種） 山本
やまもと

　嗣也
つぐや

（事務）

改善の指標と
その目標値

（指   標）　科学的介護推進体制加算、リハビリテーションマネジメント加算(B)ロ、栄養マネジメント強化加算

（目標値）　算定

(ふりがな)

チーム名 しおさいチーム

分類 ①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

取り組種別 課題達成型

改善しようとした
問題課題

介護現場において質の向上につながる厚労省が構築したLIFE(科学的介護情報システム)が令和3年度4月よ
り運用が開始され、同時にLIFEの活用等が要件として含まれる加算が設けられた。質の向上を目指すため加
算の算定を課題とした。

実施した対策

①情報入力作業時間の調整
②11:30～12:30の時間調整
③必要なデータの収集
④書式をLIFE対応に差し替え
⑤介護記録ソフトの互換性確認

改善指標の
対策実施

前後の変化

（実施前）　科学的介護推進体制加算、リハビリテーションマネジメント加算(B)ロ、栄養マネジメント強化加算の
算定無し

（実施後）　科学的介護推進体制加算、リハビリテーションマネジメント加算(B)ロ、栄養マネジメント強化加算の
算定有り

歯止めと
標準化

標準化　フローチャート作成
教育　LIFEの概念の勉強会開催
管理　介護報酬改定時、算定要件の確認
管理　加算算定継続の体制維持

活動の種類
※複数選択可

②複数の職場が連携した活動

チーム
メンバー
（職種）

山本　嗣也 事務

算用子　美登里 管理栄養士

杉山　眞由美 理学療法士

鈴木　孝千代 介護士

活動の場
※複数選択可

④その他

活動期間 令和3年4月　～　11月

リーダー名
（職種）

山本　嗣也　（事務）

活動回数 20 回
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【テーマ選定・背景】

【攻め所と目標の設定】

施設内で協議、算定要件から優先順位を考慮し、3種類の加算算定に決定した

【方策の立案】

20

厚生労働省は、2021年4月1日から
の「科学的介護情報システム
（LIFE)」の活用に向けた通知を出し
た。この「LIFE」の活用が介護報酬
改定でサービス横断的に新設され
る「科学的介護推進体制加算」の要
件になっており、介護業界において
は早急な対応が必要といえる。

そもそも科学的介護とは何か？
医療分野における「エビデンスに基
づく医療」同様、介護分野において
も科学的手法に基づく分析を進め、
エビデンスに基づく自立支援・重度
化防止などを実現していくという考
え方である。

LIFEとは、介護施設で行っているケアの内容・計画やご利用者の状態などをインターネット上の公式サイトから一定の様式で入
力すると、その結果が厚労省で分析されてフィードバックされる仕組みである。介護施設ではこれを活用してケアの質の向上に取
り組むことができる。
介護現場において、ケアを行う際に、（1）まずどんなケアを行うかについての計画書を作成した上で、（2）その計画書に基づいて
ケアを行い、（3）次にそのケアによる利用者の状態を確認し、（4）その結果を踏まえて計画を見直すことを通じて、よりよいケアを
実施できるようにしていくこと（いわゆるPDCAサイクル）が重要である。
この一連の取り組みを推進するために、介護現場において、あるケアを行った場合の利用者の状態を一定の基準で記録し、そ
れをPC上の入力画面に入力して厚労省に送信すると、そのデータを分析・評価した結果がフィードバックされる仕組みを、厚労省
が構築した。

国内の全介護事業所が対象となるので、ケアに関するビッグデータを構築することができ、ここからケアの向上を図るための
様々な分析が可能となる。また、介護報酬においても、令和3年度からLIFEの活用を要件とする加算が設けられ、その加算の取
得促進を通じてLIFEへの取り組みが支援されている。
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【成功のシナリオの追求】 【成功のシナリオの実行計画】

【成功のシナリオの実施①】 【成功のシナリオの実施②】

リーダー業務の時間に、入力時間の追加 栄養士へ業務を引き継ぎ、時間の確保

【成功のシナリオの実施③】 【成功のシナリオの実施④】

情報の追加・低栄養関連問題の把握を行う 既存の計画書を新たにLIFE対応の書式に変更

【成功のシナリオの実施⑤】 【効果の確認（中間）】

CSV出力・取りこみのシミュレーション実施
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【成功のシナリオの追求】 【成功のシナリオの実施】

【効果の確認】 【標準化と管理の定着】
≪有形効果≫ ≪波及効果≫

9月より加算算定 1名につき

・リハビリテーションマネジメント加算（B)ロ

33単位/月　×52人

・栄養マネジメント強化加算 11単位/日　×49人

≪無形効果≫

グループの成長

【反省と今後の進め方】 【今後の課題】

20

・科学的介護推進体制加算 40単位/月　×70人
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